
趣 
  

意 
  

書 
  

盛
夏
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
般
、
本
校
野
球
部
が
、
第
百
八
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
北
北
海
道
大
会
に
お
い
て
優
勝
し
、
八
月
五
日
か
ら
甲
子
園
球
場
で

開
催
さ
れ
る
全
国
選
手
権
大
会
に
出
場
（
二
年
ぶ
り
五
回
目
）
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
快
挙
を
達
成
で
き
ま
し
た
の
は
、
皆
様
の
熱
意
溢
れ
る
ご
支
援
・
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
選

手
た
ち
は
、
北
北
海
道
の
代
表
と
し
て
聖
地
甲
子
園
で
白
樺
野
球
を
魅
せ
よ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
白
樺
学
園
高
校
の
同
窓
会
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
並
び
に
野
球
部
保
護
者
会
等
が
今
回
も
甲
子
園
出
場
後
援
会
を
結

成
し
、
選
手
達
の
甲
子
園
で
の
活
躍
を
物
心
両
面
か
ら
支
援
す
べ
く
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

出
費
多
端
の
折
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
何
卒
本
趣
旨
に
ご
賛
同
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

  
 

令
和
八
年
七
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                   

白
樺
学
園
高
等
学
校
野
球
部
甲
子
園
出
場
後
援
会 

会 

長  

野
球
部
保
護
者
会
会
長 

松 

下 

賢 

二 

副
会
長 

同
窓
会
会
長 

 
       

鈴 

木 

正 

孝 

同 
 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 
       

久 

保 

智 

史 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

同 
 

 

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長 

 

宮 

本 

武 
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記 
  
 

一 

目
標
額 

五
千
万
円 

 
 

二 

募
金
額 

一
口
五
千
円
を
基
本
と
い
た
し
ま
す
が
、
金
額
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。 

 
 

三 

納
入
先
（
連
絡
先
） 

 
 
 
 

〇
八
二-

〇
〇
八
二 

北
海
道
河
西
郡
芽
室
町
北
伏
古
東
七
線
十
番
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
樺
学
園
高
等
学
校
野
球
部
甲
子
園
出
場
後
援
会 

電
話 

〇
一
五
五
（
六
二
）
七
四
一
一 

 
 

四 

募
金
期
間 

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日
〜
同
年
九
月
上
旬 


